
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学習指導要領や特別支援教室の導入などから、学校現場には新たな支援システムと教育支援の開発・実

践が求められています。特に、知的・発達障害児の支援では、その障害の多様性に応じて、かつ通常教育と

の学びの連続性を意識することが重要視されています。また、個々の支援ニーズと自立に向けた「個別支援」

「グループ支援」「学級集団における支援」といった階層性や効果的なシステムの構築も期待されています。

学びの深化や新しい指導・支援法の開発・適用に向けた実践研究を紹介し、参加してくださる皆さんととも

に考えたいと思います。 

 

 日時：平成２９年７月２４日（月）13:30～16:30 ＊受付:12:30～ 

 

 会場：東京学芸大学附属特別支援学校 
東久留米市氷川台１－６－１ 西武池袋線東久留米駅北口より所沢方面へ徒歩 7分 

 
 対象：現職教員、発達支援関係職員、保護者、教員志望者 

 定員：８０名（先着順） 

 参加費：５００円（東久留米市内の学校・幼稚園・保育所の先生方は無料です） 

 申し込み期間：平成 29年 5月 29（月）～7月 20（木） 

 申し込み方法：ファックスまたはメールで申し込み願います。 

ファックスでお申し込みいただく場合ネットフォーラム申込書に必要事項をご記入の上、 

下記申し込み先までお送りください。メールでお申し込みいただく場合「氏名（ふりがな）、 

住所・電話番号・勤務先・職種・連絡先（平日昼間連絡可能な連絡先）」を記入の上、 

下記メールアドレスまで送信願います。 

 申し込み・問い合わせ 

〒203－0004 東京都東久留米市氷川台１－６－１ 東京学芸大学附属特別支援学校 

TEL：042－471－5274 FAX：042－471－5275    http://www.u-gakugei.ac.jp/^tokushi/ 

E-mail:netforum@u-gakugei.ac.jp        担当：仲野真史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京学芸大学生活支援ネットワークフォーラム 

第１３回ネットフォーラム 

知的・発達障害児の新たな支援システムと教育支援 

   ～新学習指導要領や特別支援教室の導入を踏まえて～ 

主催：東京学芸大学・東京学芸大学附属特別支援学校ネットフォーラム推進委員会  後援：東久留米市 

事務局代表：東京学芸大学附属特別支援学校長 内田 賢 

＜プログラム＞                               

話題提供１： 集団適応と学習支援 －特別支援教室における個別対応の実践－ 

橋本創一 東京学芸大学 教授 

 話題提供２： 社会性とコミュニケーション支援 ―特別支援学級における教育実践― 

              霜田浩信 群馬大学 教授 

 話題提供３： 主体的協働的な学びを育む支援 ―特別支援学校におけるＩＣＴ活用実践― 

              齋藤大地 東京学芸大学附属特別支援学校 教諭 

 指定討論：  新学習指導要領とこれからの特別支援教育のあり方による視点から 

              丹野哲也 文部科学省 視学官・特別支援教育調査官（予定） 
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